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治
タイプライタ
子の監護者の変更

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方及び未成年者の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
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タイプライタ
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タイプライタ
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タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　裕子

治
タイプライタ
ヤマダ　ユウコ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
スナック店員

治
タイプライタ
相

手

方


EH RYA T D s =

REREEDEEZEZHFANCRIANICERT D LEDREERD D,

H YA < ) 3z

1 $ﬁk&ﬁ$ﬁﬁ TRk x Fox ok ok ok BIRIAL, FRC* % F * % A %

rrrrrrrrrrr x BiGEMEE L.
2 XREEQBEREBIAL. REEENTEREZLT FETOERS
,,,,,,,,,,, EHFEHLTD, REEBIEFHEIERONT-,

3 MFAIE, MIBERT v ISHO, ﬁ%%E&§&§&U KREEE 1
ANzUTHELEY, BREFF--TRELEUTAESIZH o1, 20RO
"""""" L KREEE, 17 AEERMMLRIANDE S HAKT, HFEHDHALIRY

f=<IEWEE LTS,
,,,,,,,,,,, 4 REAQEFRREHEEL L CHELTELLOT, BEEEHIALL
EETHLSHFAEFE LA oM. HBEALNG LANDT, COBEITES S

(B  AHOHZTRALTLES .
— C /)


治
タイプライタ
未成年者の監護者を相手方から申立人に変更するとの調停を求める。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、平成＊＊年＊＊月＊
＊日協議離婚をした。
２　未成年者の親権者を申立人と、未成年者が中学校を卒業するまでの監護者
を相手方と定め、未成年者は相手方に引き取られた。
３　相手方は、離婚後スナックに勤め、帰宅も度々深夜となり、未成年者を１
人にして外泊したり、男友達を伴って帰宅したりするようになった。そのため
、未成年者は、１ヶ月ほど前から申立人のところへ来て、相手方の許へは帰り
たくないと言い出している。
４　相手方の生活状況は監護者としては適当ではないので、監護者を申立人に
変更するよう相手方と話し合ったが、相手方が応じないので、この申立をする
。




